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12月定例会提出議案

KAS
UMIGAU

RA
平成28年 第 ４ 回 定 例 会

平成28年第４回定例会が、12月６日から12月22日までの17日
間の会期で開催されました。今定例会では、一部の案件以外につ
いては、『平成28年第４回定例会議案審査特別委員会』を設置のう
え付託し慎重審査を行いました。また、12月７日、８日、９日、
12日の４日間において一般質問（後頁P10～15）を行いました。

請
願
の
趣
旨
や
市
民
か
ら
の
意
見

に
配
慮
し
た
内
容
に
見
直
し
を
行

い
、
さ
ら
に
、
料
金
体
系
の
不
均

衡
の
是
正
を
図
る
た
め
、
市
の
公

共
施
設
全
体
の
使
用
料
と
、
免
除

や
減
額
の
制
度
が
構
築
さ
れ
ま
し

た
。

▼
▼  

議
案
第
71
号

か
す
み
が
う
ら
市
千
代
田
講
堂
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

千
代
田
公
民
館
講
堂
の
利
用
目
的

に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
人
が
多

目
的
に
利
用
で
き
る
施
設
に
す
る

も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
72
号

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
73
号

か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
58
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
59
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
60
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
61
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道

事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
70
号

か
す
み
が
う
ら
市
公
の
施
設
の
使
用

料
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

▼
▼  

報
告
第
８
号

専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び

和
解
に
つ
い
て
）

▼
▼  

報
告
第
9
号

専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び

和
解
に
つ
い
て
）

▼
▼  

議
案
第
55
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て▼
▼  

議
案
第
56
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
57
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

認　
定

認　
定

認　
定

認　
定

認　
定

認　
定

可　
決

可
決
及
び
認
定

可　
決

可　
決

可　
決

議
案
等
の
審
議
結
果
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▼
▼  

議
案
第
74
号

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
75
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

▼
▼  

議
案
第
76
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

主
な
も
の
と
し
て
、
空
き
家
調
査

業
務
委
託
料
と
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
77
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

▼
▼  

議
案
第
78
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▼
▼  

議
案
第
79
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
▼  

議
案
第
80
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
▼  

議
案
第
81
号

第
２
次
か
す
み
が
う
ら
市
総
合
計
画

基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
か
ら
平
成
38
年
度
ま

で
の
10
年
間
に
お
け
る
本
市
の
行

政
運
営
全
般
の
指
針
と
な
る
最
上

位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
計
画
と
な

る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
82
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
下
稲
吉
地
内
）

▼
▼  

委
員
会
発
議
第
２
号

後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減
特
例
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書(

案)

▼
▼  

委
員
会
発
議
第
３
号

「
高
額
療
養
費
」「
後
期
高
齢
者
の
窓

口
負
担
」
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
現
行

制
度
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書(

案)

文
教
厚
生
委
員
会
委
員
長
か
ら
の

申
し
出
に
よ
り
、
取
下
げ
が
承
認

さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
▼  

委
員
会
発
議
第
４
号

奨
学
金
制
度
の
改
善
と
教
育
費
負
担

の
軽
減
に
関
す
る
意
見
書(

案)

委
員
会
へ
の
調
査
付
託
の
件
（
調
査

終
了
）
に
つ
い
て

閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

▼
▼  
請
願
第
４
号

「
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減
特
例

の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

を
求
め
る
請
願
書

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果 可　

決

決　
定

決　
定

不
採
択

取
下
げ

取
下
げ

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

▼
▼  

請
願
第
５
号

「
高
額
療
養
費
」「
後
期
高
齢
者
の
窓

口
負
担
」
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
現

行
制
度
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
請
願

▼
▼  

請
願
第
６
号

奨
学
金
制
度
の
改
善
と
教
育
費
負
担

の
軽
減
に
関
す
る
意
見
書
の
採
択
を

求
め
る
請
願
書

▼
▼  

請
願
第
7
号

霞
ケ
浦
南
小
学
校
プ
ー
ル
の
環
境
改

善
を
求
め
る
請
願
書

▼
▼  

報
告
第
１
号

専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び

和
解
に
つ
い
て
）

▼
▼  

議
案
第
１
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
委
員
会
発
議
第
２
号
及
び
第
３
号

第
１
回
臨
時
会  

審
議
結
果

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
会
が
、
１

月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
本
会
議
に

お
い
て
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

可　
決

不
採
択

採　
択

採　
択
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【歳出総額】１８７億３０６８万３５０８円

決算審査特別委員会

○委員会付託案件の審査
・平成27年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定について

【歳入総額】１９３億４７７７万８８７円

一般会計決算審査特別委員会
一般会計決算審査特別委員会は７名の委員で構成。	 （９月26日～28日開催）

市税 
54 億 4283 万円
28.1%（-2.0%）

市税 
54 億 4283 万円
28.1%（-2.0%）

地方交付税 
38 億 9482 万円 

20.1%(2.4%)

地方交付税 
38 億 9482 万円 

20.1%(2.4%)
市債 

28 億 5170 万円
 14.7%(51.1%)

市債 
28 億 5170 万円
 14.7%(51.1%)

国庫支出金 
25 億 5499 万円 
13.2%(19.7%)

国庫支出金 
25 億 5499 万円 
13.2%(19.7%)

県支出金
 10 億 9903 万円

5.7%(12.8%)

県支出金
 10 億 9903 万円

5.7%(12.8%)

その他 
24 億 4830 万円 

12.7%(6.2%)

その他 
24 億 4830 万円 

12.7%(6.2%)繰越金 
10 億 5603 万円 

5.5%(74.9%)

繰越金 
10 億 5603 万円 

5.5%(74.9%)

民生費
 57 億 6197 万円

30.8%(3.6%)

民生費
 57 億 6197 万円

30.8%(3.6%)

教育費 
31 億 5404 万円
16.8%(134.7%)

教育費 
31 億 5404 万円
16.8%(134.7%)

総務費 
24 億 5146 万円
13.1%(-10.6%)

総務費 
24 億 5146 万円
13.1%(-10.6%)

消防費
 9 億 6111 万円

5.1%(-9.8%)

消防費
 9 億 6111 万円

5.1%(-9.8%)

土木費 
20 億 4158 万円
10.9%(29.8%)

土木費 
20 億 4158 万円
10.9%(29.8%)

公債費 
18 億 2571 万円

9.7%(3.0%)

公債費 
18 億 2571 万円

9.7%(3.0%)

衛生費 
13 億 1403 万円
7.0%(138.8%)

衛生費 
13 億 1403 万円
7.0%(138.8%)

その他
 12 億 2074 万円

6.5%(2.9%)

その他
 12 億 2074 万円

6.5%(2.9%)

歳 出

グラフの表示
　・区分
　・決算額
　・構成比（前年度比）
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○審査内容（主な質疑を抜粋）

まち・ひと・しごと創生事業の委託料の内容は。

消火栓について、現在、かすみがうら市にどのくらい設置されているのか、
また今後の設置予定は。

有害鳥獣対策事業のカラスやカルガモの駆除目標に対して実績が達成されて
いない要因は把握しているか。

マイナンバーカードの申請3,448人に対して交付が1,617人だが、交付を受
けていない方の対策は。

生活困窮者自立支援業務委託の内容は。

総合戦略等策定支援調査業務の委託、また、企業誘致ＰＲツール作成業務委

託としてホームページの構築とパンフレットの作成です。

そのほか地域資源活用開発等業務でサイクリングプログラム構築に向けた調

査の業務委託です。

現在、1,061カ所設置しております。今後も毎年消火栓を４基新設する予定

です。

猟友会から駆除に必要な猟銃の弾数が足りないという意見があります。平成

28年度については、駆除に必要な弾数を増やし、その対応をお願いしていま

す。

現在、平日の窓口受け取りに加え、毎週木曜日19時まで窓口を延長してのマ

イナンバーカード交付、さらには月２回、第２第４日曜日の交付をしており

ます。

生活困窮に至る前の困窮者等に対し相談窓口を実施し、生活困窮に至らない

ようなサービス利用のプランを作成し自立を促しております。
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※資本的収支額で不足する金額については、過年度分損益勘定留保資金等で補填しました。

○委員会付託案件の審査
・平成27年度かすみがうら市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成27年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成27年度かすみがうら市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成27年度かすみがうら市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成27年度かすみがうら市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成27年度かすみがうら市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

特別会計決算総額　　【歳　入】　１１３億５３６６万４４１２円
　　　　　　　　　　【歳　出】　１１０億７４８７万２３９４円

特別会計・水道事業会計決算審査特別委員会
特別会計・水道事業会計決算審査特別委員会は７名の委員で構成。	 （９月26日開催）

特別会計決算の内訳（カッコ内は前年度比）

歳　入 歳　出
国民健康保険特別会計 59億6006万円(10.0%) 58億0434万円（11.1%）

後期高齢者医療特別会計 6億5901万円（-0.1%） 6億5671万円（-0.2%）

下水道事業特別会計 10億9319万円（-0.1%） 10億7895万円（-0.1%）

農業集落排水事業特別会計 4億2502万円（-0.3%） 4億1714万円（-0.5%）

介護保険特別会計 32億1636万円（  5.8%) 31億1770万円（  3.9%）

水道事業会計決算の内訳
歳　入 歳　出

水道事業会計収益的収支 10億2194万円(-1.4%) 9億4622万円(-11.9%)

水道事業会計資本的収支 1億4040万円(-48.2%) 4億4160万円(-25.5%)
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農業集落排水事業について、今後はどのような推進活動をしていくのか。

戸別訪問に重点を置きながら引き続き推進活動を進めます。

浄化槽から農業集落排水への切替え接続に対する助成金の内容は。

平成27年度については、１基あたり５万円を上限とした浄化槽撤去助成金２

件の申請がありました。平成28年度については、助成金額を見直し、１基あ

たり９万円としております。

国民健康保険税の滞納の状況は。

平成27年度分は世帯数で1,042世帯、1億538万4661円の滞納があります。

水道の漏水調査業務委託とは、どういった方法で行っているのか。

訓練を受けた者が各家庭を訪問し、聴診器を当てて、メーター器の漏水を検

査・確認するものです。

水道の給水戸数が増えている理由と、給水人口が減っている理由は。

給水戸数は単身世帯が増加したものが主な要因として考えられ、給水人口は

人口減少によるものです。

○審査内容（主な質疑を抜粋）
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平成28年　第４回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（12月14日開催）

議案第70号
かすみがうら市公の施設の使用料等に関する条例の制定について

議案第76号
平成28年度かすみがうら市一般会計補正予算（第４号）

議案第71号
かすみがうら市千代田講堂設置及び管理に関する条例の制定につ
いて

議案審査特別委員会は15名の委員で構成。

議案審査特別委員会議案質疑

老朽化により使用料が引き下げとなる施設について、今後、施設を改修した場合
の使用料はどうなるのか。

この条例の制定により千代田公民館講堂をどういった方が利用できるようになる
のか。

施行５年を経過し、施設の再編、経済情勢などで随時の見直しをすることについ
て、具体的にどこの部署で行うのか。

空き家調査の業務委託はどのような業種に委託するのか。

災害対策事業費の内訳は。

老朽化を考慮していない施設と同様の単価で計算をした設定になります。老朽化
施設を改修した場合の使用料は維持管理費などを根拠とし、算定することになり
ます。

これまでの社会教育法に準じた利用者に加え、市外の各種団体や営利を目的とし
た事業、個人なども利用できるようになります。

条例の所管である財産調整部門が中心となって対応することになります。

地理空間情報を効果的に取り扱うことができる業種として、測量コンサルタント
業や地図製作会社等を想定しています。

災害用備蓄品として、台風対策で使用した土のうの補充と熊本地震の被災地を支
援するため搬送した飲料水の補充分です。
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委　員　会　活　動

産
業
建
設
委
員
会

●
平
成
29
年
度
事
業
計
画
概
要
に
つ
い
て

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
82
号
）

●
「
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減
特
例
の
継
続

を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

書(

請
願
第
４
号)

●
「
高
額
療
養
費
」「
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負

担
」
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
現
行
制
度
の
継

続
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願

(

請
願
第
５
号)

●
奨
学
金
制
度
の
改
善
と
教
育
費
負
担
の
軽
減

に
関
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

(

請
願
第
６
号)

●
霞
ケ
浦
南
小
学
校
プ
ー
ル
の
環
境
改
善
を
求

め
る
請
願
書(

請
願
第
７
号)

●
介
護
予
防・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
つ
い
て

●
市
内
小
中
学
校
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

●
霞
ヶ
浦
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
基
準
の
見
直

し
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
教
育
振
興
基
本
計
画（
素
案
）

に
つ
い
て

●
体
育
施
設
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

●
介
護
予
防・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
つ
い
て

●
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

●
子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

●
市
内
小
中
学
校
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

付 

託 

案 

件

（
12
月
13
日
開
催
）

調 

査 

内 

容

（
1
月
11
日
開
催
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

▲市道認定箇所の現地調査
【下稲吉地区】

▲視察研修の様子
【滋賀県大津市議会にて】

議
会
運
営
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

調 

査 

内 

容

調 

査 

内 

容

調 

査 

内 

容

付 

託 

案 

件

（
11
月
4
日
開
催
）

（
1
月
5
日
開
催
）

（
12
月
13
日
開
催
）

（
12
月
13
日
開
催
）

総
務
委
員
会

●
視
察
研
修
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

●
廃
校
施
設
活
用
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て

●
公
共
施
設
使
用
料
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

●
総
合
戦
略
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

●
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
に
つ
い
て

●
企
業
立
地
促
進
制
度
等
の
拡
充
に
つ
い
て

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
連
携
に
よ
る
一
斉
情
報
配
信
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
に
お
け
る
通
学
定
期
券
購
入
費
助

成
事
業
の
創
設
に
つ
い
て

●
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
に
つ
い
て

　

 

視
察
研
修

●
議
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
議
会
運
営
に
つ
い

て【滋
賀
県
大
津
市
】

議
会
資
料
の
電
子
化
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
用
し
た
議
会
運
営
の
効
率
化
の
事
例
を
視

察
し
ま
し
た
。

調 
査 
内 
容

調 

査 

内 

容

調 

査 

内 

容

（
11
月
8
日
開
催
）

（
1
月
31
日
開
催
）

（
11
月
16
〜
17
日
開
催
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会
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地
域
活
性
化
策
の
柱
と
な
り
得
る
道
の
駅
な
ど
の
創
設
に
か
か
わ
る
長

期
的
な
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長　
道
の
駅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
開
設
に
向
け
た
課
題
は
非
常
に
多

い
と
考
え
ま
す
が
、
地
方
創
生
に
向
け
た
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

地
域
内
外
の
人
々
が
集
う
交
流
拠
点
と
し
て
、
本
市
の
顔
と
な
り
得
る
施
設

の
整
備
は
大
変
有
益
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
か
ら
千
代
田
庁
舎
正
面
玄
関
の
階
段
に
は
手
す
り
が
な
い
の
で
、

つ
ま
づ
い
た
と
き
に
危
険
を
感
じ
た
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
新
法
を
踏
ま
え
た
安
全
方
策
と
し
て
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
公
共
施
設

の
整
備
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
も
う
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
総
務
部
長　
庁
舎
な
ど
の
公
共
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
不
特
定
多
数

の
方
が
利
用
す
る
施
設
で
あ
る
た
め
、
施
設
利
用
者
の
安
心
安
全
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
千
代
田
庁
舎
正
面
玄
関
の
階
段
へ
の
手

す
り
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、安
全
性
を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
で
、早
々

に
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

古橋　智樹

川村　成二 

議員

議員

鉄
道
イ
ン
フ
ラ
を
補
填
す
べ
き
国
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

道
の
駅
な
ど
の
創
設
に
か
か
わ
る
長
期
的
な
展
望
に
つ
い
て

国
道
の
拡
幅
な
ど
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す

本
市
の
顔
と
な
り
得
る
施
設
の
整
備
は
大
変
有
益
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
柿
岡
地
磁
気
観
測
所
を
中
心
と
し
た
半
径
35
キ
ロ
圏
内
は
電
気
事
業
法

の
通
称
直
流
電
化
規
制
の
対
象
と
な
り
、
こ
の
規
制
に
よ
る
事
業
展
開
が
で

き
な
か
っ
た
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
を
補
填
す
べ
き
国
の
道
路
整
備
の
補
填
実
績
に

つ
い
て
伺
う
。

　
市
長
公
室
長　
事
業
化
さ
れ
な
か
っ
た
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
の
補
填
と
し
て

の
国
道
整
備
に
関
し
て
は
事
実
関
係
あ
る
い
は
相
関
関
係
が
明
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
６
号
国
道
の
拡
幅
や
霞
ヶ
浦
二
橋
構
想
実
現
に
向
け
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
下
稲
吉
中
学
校
屋
内
運
動
場
を
等
し
く
確
保
す
る
意
思
に
つ
い
て
伺
う
。

　
教
育
長　
現
状
の
下
稲
吉
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
に
お
い
て
は
、
近

隣
小
学
校
の
体
育
館
を
使
用
し
、
練
習
時
間
を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
か
ら
し

ま
す
と
、
他
の
中
学
校
と
の
教
育
環
境
の
公
平
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
中
学
校
の
規
模
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
区

の
避
難
所
と
し
て
の
機
能
も
考
慮
し
た
上
で
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

「
道
の
駅
」
等
に
よ
る
地
域
活
性
化
策
の
長
期
的
な
展
望
に
つ

い
て

「
神
立
停
車
場
線
」
道
路
新
設
に
関
連
す
る
市
独
自
の
環
境
整

備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

千
代
田
庁
舎
正
面
玄
関
に
手
す
り
の
設
置
に
つ
い
て

気
象
庁
地
磁
気
観
測
所
30
キ
ロ
圏
１
０
０
年
の
不
遇
に
関
係
自

治
体
は
何
を
な
す
べ
き

下
小
・
東
小
体
育
館
の
下
中
運
動
部
利
用
の
常
態
化
と
運
動
場

適
正
規
模
の
確
保
を

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１２３

１２

一  般  質  問

▲千代田庁舎玄関

▲下稲吉中学校
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特
定
健
診
や
が
ん
検
診
が
い
か
に
大
事
で
あ
る
か
、
ま
た
、
容
易
に
受
診

で
き
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
１
年
間
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
健
康
の
詳
細
な
内

容
を
盛
り
込
ん
だ
冊
子
を
作
成
し
、
４
月
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
県
内
で
は
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を
23
市
町
村
が
既
に
導
入
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、導
入
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
総
務
部
長　
入
札
制
度
の
透
明
性
、
公
平
性
、
公
正
性
の
確
保
や
事
務

効
率
の
向
上
を
図
る
観
点
で
有
効
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
応
札
を
希
望
す
る
業
者
に
と
り
ま
し
て
も
、
市
の
入
札
情
報
、
近
隣
の

案
件
も
同
一
の
画
面
上
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
入
札
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
え
る
た
め
労
力
や
時
間
、
費
用
の
面
で
も
削
減
な
ど
に
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
、
双
方
有
意
な
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

田谷　文子

小松﨑　誠

議員

議員

千
代
田
中
地
区
４
小
学
校
の
統
合
校
計
画
の
見
直
し
に
つ

い
て

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
重
要
性
を
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
す

る
の
か

見
直
し
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
、
早
い
段
階
で
方

針
を
定
め
る
よ
う
進
め
ま
す

冊
子
形
式
の
詳
細
な
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
、
４
月
に

配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
千
代
田
中
地
区
４
小
学
校
の
統
合
校
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
今
後

の
方
針
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　

教
育
長　
11
月
下
旬
か
ら
各
小
学
校
の
学
期
末
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
適
正
規
模
化

実
施
計
画
見
直
し
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
継
続
的

に
説
明
の
機
会
を
設
け
、
早
い
段
階
で
方
針
を
定
め
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
市
職
員
の
女
性
の
活
用
と
人
材
登
用
に
つ
い
て
伺
う
。

　

総
務
部
長　
「
市
特
定
事
業
主
行
動
計
画
」
を
昨
年
度
中
に
策
定
し
、

そ
れ
に
基
づ
き
、
平
成
32
年
度
ま
で
に
、
１
名
以
上
の
管
理
職
を
登
用
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

入
札
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

健
康
づ
く
り
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

千
代
田
中
地
区
４
小
学
校
統
合
校(

志
筑
小
）
見
直
し
及
び
千

代
田
中
存
続
の
必
要
性
に
つ
い
て

千
代
田
中
地
区
小
中
一
貫
校
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

職
場
に
お
け
る
女
性
の
活
用
及
び
人
材
育
成
並
び
に
人
材
登
用

に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

２

２３

▲千代田中学校
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限
界
集
落
問
題
に
対
し
、空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
の
制
度
も
あ
り
ま
す
が
、

今
後
、
農
山
村
地
域
で
空
き
家
が
仮
に
増
え
て
い
っ
た
場
合
、
そ
れ
に
対
す

る
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長
公
室
長　
空
き
家
の
件
数
等
を
把
握
し
な
が
ら
、
地
域
の
情
報
が

得
ら
れ
、
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
観
光
船
の
接
岸
で
き
る
桟
橋
や
、
ヨ
ッ
ト
・
ボ
ー
ト
の
係
留
場
所
、
カ

ヌ
ー
な
ど
の
水
上
レ
ジ
ャ
ー
の
遊
び
場
づ
く
り
な
ど
、
本
格
的
な
水
辺
観
光

の
拠
点
と
し
て
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　

理
事　
歩
崎
の
交
流
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
お
い
て
は
、
本
市
を
訪
れ
た
観

光
客
が
霞
ヶ
浦
の
水
辺
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
水
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
関
係
者
の
意
向

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

櫻井　繁行

宮嶋　謙

議員

議員

２
０
１
８
年
世
界
湖
沼
会
議
開
催
に
伴
う
近
隣
市
町
村
と

の
連
携
等
に
つ
い
て

限
界
集
落
問
題
に
対
す
る
方
策
は

県
が
策
定
す
る
基
本
構
想
に
基
づ
い
た
計
画
に
よ
り
、

連
携
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

地
域
の
情
報
が
得
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す	

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
２
０
１
８
年
に
霞
ヶ
浦
を
会
場
と
す
る
世
界
湖
沼
会
議
の
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
霞
ヶ
浦
流
域
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
等
、
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長　
本
年
８
月
31
日
に
、
茨
城
県
生
活
環
境
部
環
境
対
策
課
水
環
境

室
を
事
務
局
と
し
ま
し
た
霞
ヶ
浦
流
域
及
び
湖
沼
沿
岸
の
24
市
町
村
に
よ
る

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
今
後
、
県
が
策
定
す
る
基
本
構
想
に
基
づ
い
た
計

画
に
よ
り
、
連
携
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
の
今
後
、
新
た
な
方
策
に
よ
り
通
行

者
を
も
て
な
す
名
所
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

　

環
境
経
済
部
長　
現
状
と
し
て
、
地
元
集
落
の
方
々
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、
苗
の
調
達
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
今
後
の
事
業
継
続
に
つ
い
て

協
議
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
花
の
み
ち
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
よ

う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
緑
化
推
進
協
議
会
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
関
係
部

局
と
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
お
け
る
６
次
産
業
化
の
振
興
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

新
生
道
路
に
整
備
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
の
維
持

管
理
に
つ
い
て

２
０
１
８
年
に
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
る
第
17
回
世
界
湖
沼
会
議

へ
向
け
た
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

周
辺
自
治
体
に
お
け
る
広
域
行
政
の
連
携
・
推
進
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

▲2018世界湖沼会議

１２３４

集
中
豪
雨
等
に
よ
る
道
路
の
冠
水
対
策
に
つ
い
て

交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
と
水
辺
観
光
の
充
実
に
つ
い
て

少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
集
落
の
荒
廃
に
対
す
る
施
策
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３

▲あゆみ祭りカヌー体験
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中根　光男 議員

ひ
と
り
親
家
庭
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
学
習
支
援
の
現
在
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

学
習
支
援
事
業
を
週
１
回
開
催
し
て
お
り
ま
す

ＱＡ　
ひ
と
り
親
家
庭
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
学
習
支
援
の
現
在
の
取
り
組
み
状

況
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　

保
健
福
祉
部
長　
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
学
習
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
週
１
回
（
長
期
休
暇
時
は
週
２
回
）
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
目

標
定
員
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
の
持
続
的
発
展
を
目
指
す
に
あ
た
り
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
人

材
育
成
と
当
市
の
具
体
的
な
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長　
新
規
就
農
者
の
支
援
と
し
て
、
青
年
就
農
給
付
金
や
青
年
等
就

農
資
金
な
ど
各
種
制
度
支
援
の
活
用
を
促
す
と
と
も
に
、
土
浦
地
域
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
営
農
指
導
や
県
の
認
定
を
受
け
た
農
業
経
営

士
に
よ
る
経
営
指
導
な
ど
、
就
農
さ
れ
た
方
々
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

　
霞
台
厚
生
施
設
組
合
の
焼
却
施
設
は
、
日
立
造
船
が
施
工
し
て
お
り
、

同
組
合
議
会
の
研
修
視
察
先
で
あ
る
北
し
り
べ
し
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
施
設
も
日
立
造
船
が
設
計
・
施
工
し
た
も
の
だ
が
、
同
組
合
が
実
施
し
よ

う
と
し
て
い
る
入
札
方
式
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

市
長　
ご
み
焼
却
施
設
建
設
工
事
の
入
札
・
契
約
を
め
ぐ
り
ま
し
て

は
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
選
定
に
よ
る
談
合
問
題
が
着
目
さ
れ
て
お
り
、
環

境
省
で
は
、
平
成
18
年
７
月
に
「
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
工
事
等
の
入
札
・

契
約
の
手
引
き
」
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
当
た

り
ま
し
て
、
同
組
合
に
お
い
て
適
正
な
執
行
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
保
育
待
機
児
童
を
出
さ
な
い
対
策
に
つ
い
て
、
伺
う
。

　

市
長　
平
成
30
年
３
月
末
日
の
さ
く
ら
保
育
所
閉
所
予
定
時
に
は
、
そ

の
受
け
皿
と
な
る
定
員
枠
の
確
保
が
必
要
で
す
。
市
内
の
市
街
地
近
郊
の
５

つ
の
民
間
事
業
者
に
要
請
中
で
す
が
、
現
時
点
で
２
事
業
者
か
ら
は
施
設
増

大
の
意
向
を
、
２
事
業
者
か
ら
は
現
施
設
規
模
の
範
囲
内
で
の
定
員
枠
拡
大

の
意
向
を
い
た
だ
き
、
ほ
か
の
１
事
業
者
か
ら
は
検
討
中
と
い
う
状
況
で
ご

ざ
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

佐藤　文雄 議員

新
ご
み
処
理
施
設
の
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
選
定
に
お
け
る

官
製
談
合
問
題
に
つ
い
て

霞
台
厚
生
施
設
組
合
に
お
い
て
適
正
な
執
行
が
行
わ
れ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す	

ＱＡ

新
た
な
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
問
題
に
つ
い
て

入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

市
立
さ
く
ら
保
育
所
の
閉
所
問
題
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

総
合
的
な
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

乳
児
用
防
災
グ
ッ
ズ
贈
呈
事
業
に
つ
い
て

ひ
と
り
親
家
庭
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
学
習
支
援
と
教
育
格
差
の

是
正
に
つ
い
て

い
じ
め
に
つ
い
て

学
校
現
場
で
の
防
災
機
能
の
強
化
に
つ
い
て

新
規
就
農
者
の
育
成
と
当
市
の
支
援
策
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

３４５６

３

２

２４５

▲営農指導の様子
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公
共
施
設
の
借
地
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
の
固
定
資
産
評
価
額
３
億

３
０
０
０
千
万
円
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
総
額
約
９
億
円
の
借
地
料
を
既
に
支

払
っ
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
伺
う
。

　

市
長　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
、
計
画

を
策
定
す
る
な
ど
、
一
つ
一
つ
問
題
を
解
決
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
隣
接
自
治
体
と
の
公
共
施
設
の
利
用
協
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　

総
務
部
長　
本
年
10
月
に
つ
く
ば
市
を
中
心
と
す
る
広
域
連
携
の
研
究

会
が
立
ち
上
が
り
、
そ
の
中
で
今
後
課
題
と
な
る
項
目
を
抽
出
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
公
共
施
設
に
つ
い
て
も
今
後
大
き
な
課
題
、
議
論
に
な
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

設楽　健夫

矢口　龍人

議員

議員

市
長
等
政
治
倫
理
条
例
は
検
討
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か

公
共
施
設
の
借
地
料
に
つ
い
て

現
時
点
で
提
案
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い

一
つ
一
つ
問
題
を
解
決
し
て
ま
い
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
市
長
等
特
別
職
政
治
倫
理
条
例
制
定
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順

守
）に
つ
い
て
。
平
成
27
年
６
月
に
質
問
以
降
７
回
目
の
質
問
に
な
り
ま
す
。

平
成
25
年
提
出
の
市
長
等
政
治
倫
理
条
例
は
検
討
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

当
市
の
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
の
実
態
と
対
策
は
。

　

市
長　
政
治
倫
理
条
例
に
つ
い
て
制
定
す
る
か
否
か
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
提
案
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
パ
ワ
ハ
ラ
予
防
に
関
す
る
５
つ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
行
い
、
引
き
続
き
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
29
年
開
始
「
介
護
予
防
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
推
進
に
つ
い
て
。

総
合
事
業
の
土
浦
市
石
岡
市
と
の
格
差
是
正
、
坪
井
市
長
就
任
後
引
き
あ
げ

ら
れ
た
霞
ヶ
浦
地
区
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
復
活
を
求
め
る
。

　

保
健
福
祉
部
長　
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
隣

の
市
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
調
整
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

又
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
配
置
に
お
け
る
課
題
の
整
理
を
行
い
、
両

地
区
へ
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
市
長
等
特
別
職
政
治
倫
理
条
例
制
定
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
順
守
）
に
つ
い
て

千
代
田
中
地
区
小
学
校
統
合
の
見
直
し
と
全
市
教
育
政
策
及
び

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
全
市
政
策
と
責
任
に
つ
い
て

29
年
開
始
の
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
推
進

に
つ
い
て

西
成
井
バ
イ
パ
ス
開
通
と
霞
ヶ
浦
二
橋
八
木
―
宍
倉
玉
里
線
に

つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４

公
共
施
設
等
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
お
け
る
公
共
施
設
用
地

の
借
地
問
題
と
廃
校
（
予
定
を
含
む
）
跡
地
の
有
効
利
用
並
び

に
公
共
料
金
見
直
し
の
是
非
に
つ
い
て
、
市
長
の
認
識
・
見
解

と
今
後
の
方
針
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う

千
代
田
中
学
校
存
続
（
小
中
一
貫
校
）
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
影
響
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
市
長
の
認
識
・
見
解
と

今
後
の
方
針
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う

質　
問　
事　
項

１２
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来栖　丈治 議員

（
仮
称
）
若
者
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設
に
つ
い
て

開
設
市
町
村
を
参
考
に
課
題
解
消
に
向
け
調
査
・
研
究

を
進
め
た
い

ＱＡ　
（
仮
称
）
若
者
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設
に
つ
い
て
市
民
総
活
躍
の
明

る
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
再
度
、
市
の
政
策
と
し
て
実
践
に
移
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
提
案
す
る
。

　

市
長　
事
業
を
推
進
す
る
上
で
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
出
会
い
の
場
、
交
流
の
場
の
提
供
と
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
も
理
解

し
て
お
り
ま
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
個
人
情
報
の

管
理
等
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
課
題
解
消
に
向
け
、
近
隣
市
町
村
や
県

内
で
の
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
る
市
町
村
を
参
考
に
し
な
が
ら
調
査
・

研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
消
火
栓
ホ
ー
ス
の
漏
水
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
例
を
耳
に
す
る
が
、
適

正
な
点
検
と
結
果
に
沿
っ
た
器
具
、
消
耗
品
の
整
備
更
新
が
図
ら
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

　

消
防
長　
消
火
栓
ホ
ー
ス
は
、
地
元
消
防
団
及
び
消
防
署
で
目
視
に
よ

る
点
検
を
定
期
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
年
間
４
基
の
消
火
栓
を
設

置
し
て
お
り
、
消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
を
併
設
し
、
新
し
い
ホ
ー
ス
を
収
納
し
て
お

り
ま
す
。
既
存
の
消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
内
の
ホ
ー
ス
な
ど
修
繕
で
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ＱＱ ＡＡ
加
茂
工
業
団
地
内
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
未
整
備
地
対
策
と
周
辺
道
路

の
整
備
に
つ
い
て

地
域
住
民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
消
防
団
を
中
核
と

し
た
総
合
的
な
防
災
力
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

市
の
担
い
手
と
な
る
若
い
男
女
の
結
婚
を
支
援
す
る
「（
仮
称
）

若
者
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
創
設
に
つ
い
て
、
再
度
市
の
対
応

を
伺
う
。

地
方
創
生
事
業
の
推
進
と
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４

▲消火栓ホース設置の一例
　（上土田地内）

▲修了式に整列する議員

▲研修の様子　

▲研修の様子　
▲運転者救出・救助訓練の様子

かすみがうら市
総合防災訓練に
参加しました！

茨城県市議会議長会  第１回議員研修会

茨城県市議会議長会  第2回議員研修会

　平成28年11月20日（日）に下稲吉
東小学校で行われた市総合防災訓
練に議員も参加し、防災に対する理
解と防災意識の高揚を図りました。

研修内容
【日　　程】平成28年11月15日（火）～16日（水）
【参加議員】来栖丈治、設楽健夫、宮嶋　謙
【場　　所】鹿嶋市
【研修事項】議会改革の問題点と処方箋
【講　　師】廣瀬和彦氏
　　　　　	（地方議会総合研究所所長）

研修内容
【日　　程】平成29年１月17日（火）　
【参加議員】古橋智樹、設楽健夫、櫻井繁行
【場　　所】北茨城市
【研修事項】議員の役割と責務
【講　　師】田口一博氏
　　　　　	（新潟県立大学准教授・
　　　　　　　　明治大学講師兼任）



「
稀
勢
の
里
」
初
優
勝
！

大
相
撲
初
場
所
で
牛
久
市
出
身
の
30
歳
大
関

稀
勢
の
里
が
横
綱
白
鵬
を
す
く
い
投
げ
で
破
り

初
優
勝
し
た
。
日
本
中
を
沸
か
せ
、
日
本
出
身

力
士
で
は
若
乃
花
以
来
19
年
ぶ
り
、
本
県
出
身

で
は
81
年
ぶ
り
４
人
目
の
待
望
の
横
綱	

＂稀
勢

の
里＂	

が
誕
生
し
た
！

「
支
え
ら
れ
」「
し
っ
か
り
と
稽
古
し
て
、
自
信
つ
け
て
」「
我
慢

し
て
、
腐
ら
ず
に
や
っ
て
き
た
、
本
当
に
よ
か
っ
た
」
稀
勢
の
里

関
は
「
あ
き
ら
め
な
い
心
の
大
切
さ
」
を
日
本
人
・
県
民
・
市
民
・

若
人
に
教
え
て
く
れ
る
。

	

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　
設
楽　
健
夫

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
２
日（
木
）か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

豆辞典

●
政
務
活
動
費
と
は

　
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す

る
た
め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
交
付
さ

れ
ま
す
。

●
か
す
み
が
う
ら
市
の
交
付
額
は

　
月
額
１
万
２
千
５
百
円
。
年
額
で
15
万
円

で
す
。

●
政
務
活
動
費
の
対
象
と
な
る
経
費
は

　
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要
な
図
書
・

資
料
等
の
購
入
に
要
す
る
経
費
や
、
調
査
研

究
活
動
、
議
会
活
動
及
び
市
の
政
策
に
つ
い

て
広
報
す
る
経
費
、
調
査
旅
費
、
事
務
費
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

●
政
務
活
動
費
の
チ
ェ
ッ
ク
は

　
収
支
報
告
書
に
す
べ
て
の
領
収
書
の
添
付

が
義
務
づ
け
ら
れ
、
内
訳
も
詳
細
に
記
載
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

かすみがうら市の政務活動費かすみがうら市の政務活動費とはとは？？

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（11月1日〜1月31日まで）

●
11
月
●

　

４
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

８
日　

総
務
委
員
会

　

８
日
～
９
日

　
　
　
　

茨
城
県
南
市
議
会
議
長
会
行
政
視
察

　

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

15
日
～
16
日　

　
　
　
　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
第
１
回
議
員
研
修
会

　

16
日
～
17
日　

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修

　

29
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
12
月
●

　

６
日
～
22
日

　
　
　
　

平
成
28
年
第
４
回
定
例
会

　

６
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

13
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　

平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

14
日　

平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会　

●
1
月
●

　

５
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

11
日　

産
業
建
設
委
員
会

　

17
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
第
２
回
議
員
研
修
会

　

20
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

19
日
～
20
日

　
　
　
　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　

23
日　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
臨
時
会

　

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
会

　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

31
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

総
務
委
員
会


